




























BARD1 は BRCA1 の癌抑制機能を制御すると
考えられます。




るとされています。BRCA1 の BRCT ドメイン
の結合分子は既にいくつか同定されています
が，BARD1 の BRCT ドメインに結合する分子
についてはほとんど報告がありません。そこで，
私達は BRCA1 と BARD1 の新たな機能を発見
し，BRCA1 の癌抑制能について解析するため，
BARD1 の BRCT ドメインと結合する分子をプ
ロテオミクス解析で探索し，BARD1 に結合す









BARD1 が局在し，ミッドボディーでは N 末端
を欠き BRCA1 に結合できないアイソフォーム
である BARD1βが局在し，第 2 の家族性乳癌
原因遺伝子産物 BRCA2 や分裂期キナーゼであ




BARD1β，BRCA2， Aurora B と複合体を形成
している可能性が示唆されました。
　BIP と BARD1 の精製タンパク質を作製し結
合実験を行ったところ，BIP と BARD1 が両













る Aurora A が BRCA1 をリン酸化することが
















れており，BIP や RACK1 の発現量によっても，
抗癌剤感受性などが異なってくる可能性があり
ます。今後，さらにこれらの研究を継続し，癌
治療のためのバイオマーカーや標的分子となり
得るかどうかをさらに探索していきたいと考え
ています。
　最後になりましたが，本研究の実施にあたり，
貴重な研究助成を賜りました大阪癌研究会に深
く感謝申し上げます。貴研究会のますますのご
発展を心よりお祈り申し上げます。
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